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がん哲学外来メディカル・カフェ参加者の意識調査 
神戸薬科大学	 薬学臨床教育センター 

難波	 佳美 
【緒言】	 

現在、日本人の約 2 人に 1 人ががんに罹患し、がんは非常に身近な疾患になってきている。がん患

者は、がんとともに生きていく上で、病気を治すことだけでなく、人とのつながりを感じ、尊厳を

持って生きることを求めている。しかし医療現場では患者の病状や治療の説明をすることに手一杯

で、がん患者やその家族の精神的苦痛まで軽減させることができないのが現状である。そういった

医療現場と患者の間にある「隙間」を埋めるべく、「がん哲学外来」が生まれた。	 

がん哲学外来とは、順天堂大学医学部病理・腫瘍学講座の樋野興夫教授が提唱する「医療の隙間を

埋める」活動である。がん哲学外来は 2008 年 1 月に樋野先生の個人面談から開始され、現在まで

に延べ 3000 名近い方が面談を受けている。一大学病院という陣営から外へ飛び出して、全国に活

動の場を広げることを目的として NPO 法人になり、さらに現在は一般社団法人がん哲学外来へと発

展している。このような趣旨のもとお茶を飲みながら、がん患者、家族、医療関係者等が同一平面

で対話する場所として開設されたのが「メディカル・カフェ」(以下カフェ)である。会話の内容は

がんに限定せず、様々な会話、対話を通じて、「生きることとは何か」「死をどうとらえるか」自分

に課せられた使命は何かという人としての根源を考えることになる。そして、人生の目的や自分の

役割を見出し、新たにスタートを切る人もいる。このようにカフェはがんであっても各自が尊厳を

持って人生を生き切ることのできる社会の実現を目指し、より多くのがん患者が、垣根を越えた

様々な方との対話により、「病気であっても、病人ではない」安心した人生を送れるよう寄り添う

場である。	 

本学では 2014 年 8 月よりカフェを開催し、2016 年 5 月現在で 7 回開催している。参加者も漸増し、

延べ 280 名の方がカフェに参加している。また全国的にもカフェの開設が急増している。このよう

な状況を鑑み、カフェが参加者に及ぼす効果を知るため、カフェの参加者に対してアンケートを行

い、意識や気持ちの変化を調査した。	 

 
【方法】	 

2015 年 4 月から 9 月までに全国 15 会場で開催されたカフェの参加者に対し、アンケート調査を行

った。調査内容は、カフェについて、5 段階の評価尺度、および自由記述の 15 項目で構成された無

記名・自記方式のアンケート用紙(図 1)を配布し、参加者自身の自記により回答した。なお、アン

ケート用紙とともに返信用封筒を配布し、回答したアンケート用紙を神戸薬科大学に郵送して回収

した。参加者の背景因子やカフェに対する評価の回答は割合を用いて要約した。「カフェに参加し

てよかったと思いますか？」という質問を総合満足度とした。「参加して非常によかったか否か」

の 2 値変数を総合満足度の指標と定義し、年齢、性別などの背景因子、およびその他の設問項目と

の関連の有無をχ２検定により評価した。またアンケートの自由記述に関しては Text	 Mining	 

Studio®(株式会社 NTT データ数理システム)により基本情報、単語頻度分析、特徴語抽出、ことばネ

ットワーク分析を行った。ことばネットワーク分析に関しては、抽出指標として出現回数が問 14

のみ 3 回以上、その他は 2 回以上とした。	 
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図１	 	 アンケート用紙	 (表)	 

 

	 

	 	 	 	 	 図１	 	 アンケート用紙	 (裏)	 
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【結果】	 

1.単純集計	 

127 名より回答が得られ(回収率 51％)、そのうちがんの経験がある人は 91％であった。「問 12.	 カ

フェに参加して良かったと思いますか？」との質問に対し非常にそう思う(61％)、ややそう思う

(34％)と回答した人は計 95％であった(図 2)。	 

	 

「問 14.	 カフェに参加して気持

ちに変化はありますか？」との質

問に対しては非常にそう思う

(32%)、ややそう思う(47%)と回答

した人は計 79％であった。(図 3)	 

	 

「問 6.	 現在どのような悩みを抱

えていますか？」との質問に対し

ては、これからの生き方(56%)、

後遺症・再発(48%)、不安・恐怖

(39%)が上位に挙げられた(図 4)。	 

	 

	 

「問 13.	 カフェに参加してどの

ようなことがよかったと思いま

すか？」との質問ではがん患者の

話を聞くことができた(66%)、ま

た参加したい(66%)、このような

場所があることが分かった(51%)、

カフェの主旨が分かった(35%)、

これからの自分のしたいことが

分かった(24%)、生きる希望がわ

いてきた(23%)が挙げられた(図

5)。	 

(％)  

3	  

3	  

0	  

2	  

34	  

61	  

0	   10	   20	   30	   40	   50	   60	   70	  

無回答	

全くそう思わない	

あまりそう思わない	

どちらでもない	

ややそう思う	

非常にそう思う	

図 2	 	 カフェに対する総合満足度 
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図 3	 	 カフェに参加しての気持ちの変化	 
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2.χ2 検定	 

参加回数が 2 回目以上の人は初めて参加した人に比べて総合満足度が有意に高いことが判明した

(p=0.012)。また、「問 10.	 カフェで会話にスムーズに入ることができましたか？」、「問 11.	 カフ

ェの準備は十分でしたか？」、「問 14.	 カフェに参加して気持ちの変化はありましたか？」という項

目についても総合満足度との間に有意に差が認められた(p<0.001)。	 

(％)  図 4	 	 現在抱えている悩みについて 
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図 5	 	 カフェに参加して良かった点	 
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3.テキストマイニングによる解析	 

	 

1）「問 11.	 カフェの準備は十分でしたか？」(以下、問 11)	 

問 11 から得られたテキストデータについての基本情報を表 1 に示す。	 

	 

表 1	 基本情報	 

	 

ことばネットワーク分析を行った結果を図 6 に示す。ことばネットワーク図は、ことば同士の関係

性の強さをネットワーク図に示したものである。丸印(○)の位置と矢印の長さに意味はなく、丸印

(○)の大きさは出現頻度、矢印の太さが信頼度を 2 段階で表している。主なクラスターとして「ク

ラスター1	 準備について：ハード面」、「クラスター2	 スタッフに対する意見」、「クラスター3，4，

5	 雰囲気に対して」が出現した。原文参照を行ったところクラスター1 では、「お茶・お菓子など

の準備があり気持ちよく参加できた」、クラスター2 では、「スタッフの方の笑顔や対応がとても丁

寧で優しかった」、クラスター3，4，5 では、「温かい雰囲気を作ってくださった」、「お話してくだ

さる先生と聞く方々の間が近くて理解しやすい感じが良かった」といった意見が現れた。一方クラ

スター3 より空調が寒いやクラスター5 より狭いという意見が現れた。	 

クラスター１	 

(準備について：ハード面)	 

クラスター4	 

(雰囲気に対して)	 

	 

クラスター3	 

(雰囲気に対して)	 

クラスター2	 

(スタッフに対する意見)	 

クラスター5	 

(雰囲気に対して)	 

図 6	 	 「問 11.	 カフェの準備は十分でしたか？」の自由記述に対する	 

	 	 	 	 	 ことばネットワーク分析	 
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2）「問 14.	 カフェに参加してどのように気持ちが変化しましたか？」(以下、問 14)	 

問 14 から得られた基本情報を表 2 に示す。	 

	 

問 14 から得られた単語頻度分析の結果を表 3 に示す。分析範囲は問

14 のテキストデータを対象とし、抽出設定として頻度が 15 回以上の

もので、抽出品詞を名詞、動詞、形容詞とした。表 1 の結果より「生

きる」「良い」「前向き」といったポジティブな言語と「病気」「不安」

といったネガティブな言語が出現した。ネガティブな

言語について原文参照を行ったところ「病気」につい

ては、同じ病気でたたかっている人を見て勇気が出た、

「不安」については、再発への不安や死に対する怖さ

が和らいだとポジティブな意味で用いられていること

が判明した。	 

	 

図7に問14のことばネットワーク分析を行った結果を

示す。	 

原文参照を行うと、クラスター1 では、「グループの皆

様が私を受け入れてくださったことが嬉しかった」、

「家族や友人に話しにくいことを話せてよかった」、ク

ラスター2 では、「治療中であったとしても病人ではな

くしっかりと生きている人間だと感じた」、クラスター

3 では、「家族には心配かけてしまうのであまり言えな

い」、クラスター4 では、「いろいろな話が聞けて参考

になった」といった意見が現れた。	 

	 

クラスター1	 

クラスター2	 

クラスター3	 

クラスター4	 

表 3	 	 「問 14.	 カフェに参加してどのように	 

気持ちが変化しましたか？」の単語頻度分析	 
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表 2	 基本情報	 

図 7	 「問 14.	 カフェに参加してどのように気持ちが変化しましたか？」の自由記述	 

	 	 	 に対することばネットワーク分析	 
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3）「問 15.	 その他、ご意見やご感想はございますか？」(以下、問 15)	 

問 15 から得られた基本情報を表 4 に示す。	 

	 

表 4	 基本情報	 

	 

問 15 から得られたテキストデータについてのことばネットワーク分析を行った結果を図 8に示す。

様々なクラスターがあったが問 11、問 14 で得られた結果以外ではクラスター1，2，3 が挙げられ

る。原文参照を行ったところ、クラスター1 では、「カフェによってテーブルの当たりはずれを感じ

る」、クラスター2，3 では、「悩みを共有できたり、共に頑張れたりするのでまた参加したい」とい

った意見が現れた。	 

	 

図 8	 	 「問 15.	 その他、ご意見やご感想はございますか？」の自由記述に対する	 

	 	 	 	 ことばネットワーク分析	 

	 

	 

	 

	 

クラスター1	 

クラスター2	 

クラスター3	 
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4）参加回数を属性とした「問 14.	 カフェに参加してどのように気持ちが変化しましたか？」

の特徴語抽出およびことばネットワーク分析	 

参加回数の違いによる意見の違いを把握するために参加回数を属性として問 14 のテキストデータ	 

について特徴語抽出を行った。特徴語抽出の結果を参加回数 1 回、2 回、3 回、4 回をそれぞれ図 9、

図 10、図 11、図 12 に示す。参加回数 1 回では、指標値が高い言語は「話」「参加」とカフェに参

加して感じたことについての感想が出現した。参加回数 2 回で指標値が最も高いのが「病気」であ

った。「楽しい」「明るい」とポジティブな言語も指標値が高かった。参加回数が 3 回、4 回では「生

きる」「幸せ」「前向き」という言語が特に指標値が高いことが判明した。	 

	 

	 

図 9	 参加回数 1 回	 

	 

図 10	 参加回数 2 回	 
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図 11	 参加回数 3 回	 

	 

	 

図 12	 参加回数 4 回	 

	 

さらに、このテキストデータについてことばネットワーク分析を行った(図 13)。参加回数が１回(ク

ラスター1)において「話す+できる」「嬉しい」といった参加して感じたことや、「副作用」「治療中」

といった治療に関する言語が出現した。一方、参加回数が 3 回以上(クラスター2，3)と多くなるほ

ど「共感+できる」「幸せ」「感謝」「楽しい」「感じる」と直接病気や治療に関係しない言語が出現

することが判明した。また、クラスター3 の「樋野先生」という言語について原文参照行うと、「樋

野先生のがんへの考え方に触れて、がんを肯定的にとらえることができるようになった」といった

意見が現れた。	 
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図 13	 	 「問 14.	 カフェに参加してどのように気持ちが変化しましたか？」の自由記述に対する	 

	 	 	 	 	 参加回数を属性としたことばネットワーク分析	 

	 

【考察】	 

アンケート結果よりカフェ参加者の満足度が非常に高いことが判明した。カフェの準備の良かった

点としてお茶やお菓子、メッセージカードの用意により心地よい空間が作られていることが挙げら

れたが、一方で改善すべき点として会場が狭いことや空調が寒いことが挙げられた。それぞれの会

場によって、改善できる点とできない点があり、全ての人の満足を得ることは困難であるので、で

きる範囲での改善を行ったうえで、カフェを継続して運営することが重要であると考える。初めて

参加した人はスムーズに会話に入り込めることが満足度に相関していることから、ファシリテータ

ーは参加者の会話がスムーズに流れるよう技量を高めていく必要があると判明した。また 80%近く

の人がカフェに参加して何らかの気持ちの変化があったと答えており、「生きる」「前向き」といっ

たポジティブな言語が上位に出現していることから、治療に伴う悩みより「生きる意味」「これか

らの生き方」といった生きることの根源にかかわる視点を持っていることが判明した。また、参加

回数が増えると治療に関することより「感謝」「幸せ」「楽しい」といった内面的で肯定的な言葉が

増えていることから、他の参加者の話を聞き感化され気持ちの変化が起きてきたのではないかと考

えられた。さらには、「また参加したい」と感じている方が 66％と半数以上を占めていることと併

せて考えると、カフェはがん患者が社会と関わる場となっており、継続して参加していくことが患

者自身の成長につながると考えられる。 
以上のことから、カフェに参加することで、病気に対する悩みのみならず人生の目的や自分の役割

を見つめなおしていることが分かった。 

クラスター2	 
クラスター1	 

クラスター3	 


